
 

 
 

川崎市産業振興財団と米国 BioLabs（バイオラボ）社が連携して、 
世界に⽻ばたくスタートアップ企業の⽀援を⾏います︕ 

 
川崎市が川崎市産業振興財団と連携して取り組む、殿町キングスカイフロントにおけるインキュ

ベーション事業の⼀環として、同財団は、ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）内のラボ施
設をシェアラボとして活用し、世界的に著名なインキュベーターである米国の BioLabs（バイオラ
ボ）社との連携により、新規ビジネスを創出するために最適な環境を提供する事業を開始しました。
なお、同社によるアジアへの連携拠点の設置は、今回が初の事例となります。本取組により、外部
から成⻑が期待される世界トップクラスの⼈材や知⾒をキングスカイフロントに呼び込み、世界へ
の進出を可能とするとともに新産業の創出を図る環境づくりを推進します。 

６⽉１⽇に同財団と BioLabs 社が協定を締結し、これを記念するセレモニーが、６⽉６⽇（⽉）、
川崎キングスカイフロント東急 REI ホテルにて開催されました。 

セレモニーには、福⽥市⻑、川崎市産業振興財団の三浦理事⻑、来⽇した BioLabs 社のヨハネ
ス・フルハーフＣＥＯらが出席し、それぞれ期待を込めた挨拶・祝辞が述べられました。 

                 

＜市⻑コメント＞ 

〇キングスカイフロントが成⻑し、世界とつながりたいという時宜を得たタイミングで、最⾼のパートナーであ

る BioLabs 社との連携が実現しました。「川崎が世界とつながる」だけではなく、「世界が川崎とつながる」と

いう双方向な連携ができていくことにわくわくしています。 

〇ここから⽣まれたスタートアップが成⻑した際には、川崎市内、それから⼤⽥区側を含めた多摩川両岸がグラ

デュエーションエリアとしてしっかりと受け止めていくことが、私たちのまちの発展、そして国の発展につな

がると考えています。 

＜BioLabs 社フルハーフ CEO コメント＞ 

〇我々は⽇本のスタートアップやイノベーションエコシステム⽀援を共に⾏っていきます。iCONM はイノベー

ションを⽀援する設計となっているので、世界クラスのバイオテックスタートアップが集まるマグネットとな

ると、私は考えています。さらに、本連携によって川崎市に与える影響は⾮常に⼤きいものとなります。例え

ば、雇用を創出し、活気にあふれたコミュニティを形成するでしょう。この連携が⽇本のスタートアップエコ

システムを加速させる⼀助となることを願っております。 

【問合せ】  
川崎市臨海部国際戦略本部成⻑戦略推進部 

担当︓嶋村 
電話︓044-200-3633 
FAX︓044-200-3540 
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【参考】 
BioLabs（バイオラボ）社について 
〇世界トップクラスのライフサイエンスインキュベーター（主要オフィスは米国マサチューセッツ
州ケンブリッジ） 

〇ボストンやケンブリッジ等で構成されるグレーターボストン地域はライフサイエンスイノベーシ
ョンのメッカであり、世界的スタートアップであるモデルナやバイオジェンを輩出した地 

〇ライフサイエンス産業におけるイノベーションの担い手は⼤手製薬企業からスタートアップへ移
⾏している 

〇バイオイノベーター（スタートアップ）の急速な成⻑を促し、資本効率を最⼤化するエコシステム
構築により、サイエンスベースの起業を志す者が新規ビジネスを創出するために最適な環境を提供
することを事業目標に掲げて活動 

〇2009 年の創業以降、これまで 230 社以上の起業を⽀援、800 ⼈以上の雇用創出、10 億ドル（約
1000 億円）以上の⺠間資⾦調達を実現 

〇現在、米国内に 11 拠点、ドイツに 1 拠点、フランスに 2 拠点で活動 
〇世界各地のイノベーション拠点でバイオラボとの協業を構想 
〇アジアにおけるシェアラボ事業連携拠点は川崎市の殿町が初の事例となる 

 
 

 


